
  
    [image: P1.jpg]

  


  
    社会的孤立と生活困窮に対する生活支援の一層の取組を


    社会福祉法人 京都市社会福祉協議会　会長

    村 井　信 夫
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    　新年明けましておめでとうございます。皆様には御壮健で、良き新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。


    


    　旧年中は、本会の運営・事業に対しまして、一方ならぬ御支援を賜り、誠にありがとうございました。心からお礼申し上げます。本年も京都市域の社協活動と地域福祉の発展のため、より一層の御協力を賜りますようお願い申し上げます。


    


    　さて、今日、孤独死や引きこもりなどの社会的孤立や、生活困窮の問題が深刻化し、各地で災害による被害が生じる中、社会福祉協議会への期待はますます大きくなっています。


    


    　こうした期待に的確に応えるため、本会では「京都市における社協行動指針」に基づき、身近な地域での見守り活動や居場所づくり、そこに寄せられる相談を通じて、「地域の絆づくり」を積極的に推進しています。


    


    　中でも見守り活動については、ほぼ全学区社協で、京都市と協定締結をしていただいたことに加えて、本会でも宅配を行う企業と協定を締結し、本会・区社協・学区社協が連携して重層的な見守り活動を展開しております。


    


    　また、生活保護受給者に就労体験を提供するチャレンジ就労体験事業を、本会の総合力を活かして京都市から受託したほか、若年性認知症の方を対象にサロンを新たに実施するなど先駆的な生活支援の取組は、着実に前進しております。


    


    　市民の皆様から一層の信頼をいただき、本年が更なる飛躍の年となりますよう、引き続き役職員が一体となって、住民の皆様や関係機関・団体の皆様とともに、「人に優しく、災害に強い、信頼の絆で結ばれた福祉のコミュニティづくり」を進めてまいりますので、一層の御支援・御協力をお願い申し上げます。


    平成26年元旦　


    

  


  
    あらゆる京都の強みを結集し、未来へと力強く駆ける年に！


    京都市長　門 川 大 作
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    　あけましておめでとうございます。皆様にとりまして、この一年が喜びの多い年となりますことをお祈り申し上げます。


    


    　社会福祉法人京都市社会福祉協議会におかれましては、「京都市における社協行動指針」の下、区社協・学区社協との連携による地域の絆づくり事業など地域福祉の推進に日々取り組んでいただいております。村井信夫会長をはじめとされる役員並びに会員の皆様の福祉に対する御熱意と多大な御尽力に対しまして、深甚なる敬意を表します。


    


    　さて、この度「和食」がユネスコ無形文化遺産に。また、世界的な生涯スポーツの祭典「ワールドマスターズゲームズ」の京都を含めた関西開催（２０２１年）、東京でのオリンピック・パラリンピック開催と、今、日本が世界から注目を浴びています。


    


    　いずれも、京都に伝わる日本文化を発信する絶好の機会。一躍話題になった「おもてなし」の心をはじめ日本の精神文化や、京都の豊かな食文化、さらには景観、芸術、学問、ものづくり…多彩な魅力を市民の皆様と共に国内外へ発信してまいります。


    


    　そして、そうした京都の魅力、強みは、それらを支えておられる市民の皆様の素晴らしい「地域力」「人間力」あってのもの。４５００箇所以上の市民活動の場、市政の最前線を訪れる中、私は肌でそのことを実感しています。


    


    　特に昨年９月、大きな被害をもたらした台風18号の折、防災・減災、復旧に懸命に取り組まれた社会福祉協議会をはじめ多くの皆様のお姿にその力を改めて感じ、感謝しております。


    


    　「自分たちのまちは自分たちで守る」。そんな熱意に満ちた市民の皆様の御活動に力をいただきながら、私も全庁挙げての行財政改革に全力投球。職員数もこれまでに１万６１５０人から１万３５８０人に削減するなど、厳しい財政状況が続く中、〝民間でできることは民間で”を基本に、着実かつ大胆に推進しています。


    


    　財政はなお厳しく、楽観視はできません。加えて、環境や福祉、雇用、教育、災害を教訓にした安心安全のまちづくりなど課題も山積しています。リニア新幹線の京都駅ルートや双京構想をはじめ、目指す目標も多彩です。しかし、市民の皆様と共にあらゆる京都の強みを一層磨き高め、それらを結集し、果敢に挑戦を重ねれば、いかなる困難も乗り越えることができる。私はそう確信しています。


    


    　“馬”に“区”と書いて“駆ける”。午年の本年も、引き続き「奔“馬”の勢い」で市内全“区”をくまなく“駆け”回り、市民の皆様と語り合い、現場を直視し、明るい未来へ向けて政策を更に深化させてまいる決意です。


    


    　とりわけ福祉の分野におきましては、社会福祉法人京都市社会福祉協議会の皆様をはじめとする地域福祉の担い手の皆様と一層の連携を図り、全ての市民の命と暮らしを守る「安心・安全を実感できるまち・京都」を力強く推進してまいります。


    


    　本年もよろしくお願い申し上げます。

  


  
    第4回福祉ボランティア・社協フェスタ
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    交流と絆を深めた２日間


    広がる絆づくり


    　４回目の開催となる今年。例年みやこめっせで開催してきましたが、ひと・まち交流館の開館10周年を記念して、同館で２日間にわたり開催しました。


    　社協関係者ら２５０人が出席した１日目のオープニングセレモニーでは、村井信夫・市社協会長が主催者を代表して「社協として見守り活動、居場所づくり、相談事業に取り組み、地域の絆づくりを進めてきた。今後も一層の発展を期したい」とあいさつ。門川大作・京都市長が「台風18号被害でまちづくりの大切さを痛感したが、同時に災害ボランティアセンターの活躍など地域の絆の強さも実感した。お年寄りを大切にするまちは、子どもたちや病人にとっても住みよいまちであり、魅力的なまちになる」と来賓としてあいさつしました。橋村芳和・京都市会議長も「フェスタが地域で支え合うまちづくりの契機となり、絆づくりにつながることを願っている」とあいさつしました。


    　つづいて、福祉の絆づくり事業贈呈式、高齢者等の見守り活動に関する協定締結（５ページ）の披露のあと、「すこやかさを保つ─認知症も恐れない」と題して、苅山和生・佛教大学保健医療技術学部准教授の講演が行われました。苅山氏は作業療法士としての豊富な経験や国内外での調査結果をもとに、「認知症であっても社会（周囲）への参加を促す場があり、それを支援するしくみや人があれば、すこやかに生きることはできます。認知症になることを恐れなくなることもできる。そんなまちをつくっていきましょう」と愉快なエピソードも交え語りました。


    たくさんの交流が生まれました


    　２日目のフェスタは、ひと・まち交流館の１～３階までとグラウンドで、社協と、社会福祉やまちづくりにかかわる市内15団体により、車椅子体験や自助具づくり体験、ゲーム形式で防災知識を学ぶ催し「イザ！カエルキャラバン！」、その他抽選会、バザーなどが行われました。あいにくの雨降りの１日となりましたが、グラウンドでの飲食コーナーも含め、市民約１０００人が訪れ、楽しみながら福祉の重要性に接し、交流を深める機会となりました。


    　いくつかの催しをのぞいてみましょう。１階の「かんたん自助具づくり体験コーナー」は、体の不自由な人用に開発された、食事や書きもののときなど日常生活で使う自助具の展示と製作体験ができるコーナー。「ヘルパーに頼んでもいいけど、ちょっとした道具さえあれば自分でできる。自助具によって自分でやりたいという意欲がわいてくる。それが生きる力になる」とのスタッフの説明に、訪れた人は自助具の便利さに驚き「われわれが使っても便利なものばかりですね」とうなずいていました。


    　２階大会議室の「イザ！カエルキャラバン！」では、災害時、車のジャッキを使ってガレキに埋もれた人を救出する方法や、毛布やＴシャツを利用した担架づくり、紙を利用したスリッパや容器づくりなど、身のまわりのものが災害時の救助ツールになることを、親子いっしょに遊びながら学んでいました。小学生の子どもとゲームに参加した女性は「救助方法や代用品の知識があるとないとでは大違い。災害時だけでなくいろんな場でも応用できそうです」と感想を話していました。


    　グラウンドの飲食・喫茶コーナーでは、雨で足もとがぬかるんだ中、焼きそばや、炊き込みごはん、芋煮、イカ焼きなどのいい匂いに誘われ、たえず参加者が足を運んでいました。威勢のいい声でイカ焼きを売っていた男性は元ホームレス。「いろんな人が支えてくれて、今は自立した毎日を送れるようになりました」とこのような大勢の人と交流する場に参加できたのがとてもうれしいと語りました。
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    かんたん自助具づくり体験
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    京都ボランティア協会のふれあい大バザー
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    福祉ボランティアセンター紹介コーナー
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    飲食・喫茶「ふれあい市場」


    


    [image: festa5.jpg]


    イザ！ カエルキャラバン！


    

  


  
    高齢者等の見守り活動に関する協定


    ～高齢者等見守り活動企業連携事業～


    　学区社協では、京都市の「一人暮らし高齢者の全戸訪問事業」「地域における見守り活動促進事業」への協力を通じて、高齢者等の見守り活動の充実を進めています。今回「高齢者等見守り活動企業連携事業」において、市社協が京滋ヤクルト販売、近畿中央ヤクルト販売、京都生活協同組合と協定を結び、見守り活動を重層的に進めていきます。業務の中で宅配事業者が、新聞やゴミがたまっている、会話がかみ合わないなどの「異変」を感じた際、区社協が連絡窓口となって必要な対応を行うものです。


    


    　京滋ヤクルト販売の田中照治社長は「以前から配達の際お年寄りに声かけしてきており、配達員の機転で事故を防いだこともあります。われわれは数日おき、あるいは毎日訪問しているので、業務を通して貢献できればと思っています」と思いを語りました。村井会長は「協力していただきありがたいことです。これからも運動を深めていきたい」と述べています。
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    （左から）村井信夫 京都市社協会長


    門川大作 京都市長


    橋村芳和 京都市会議長


    渡邉明子 京都生活協同組合理事長

  


  
    区社協にブランチ（支部）を設置して台風18号被災者を支援


    　平成25年９月16日の台風18号により京都市内でも床上床下浸水を合わせて１５００件を超える被害が出ました。被災者の支援に向け、市社協では京都市とともに構成団体となっている京都市災害ボランティアセンターを９月17日に災害時体制に移行するとともに、各区社協にセンターのブランチ（支部）を開設しました。各ブランチ（支部）では、９月17日から30日にかけて、市社協に登録されている「災害ボランティアセンターサポーター」等により、家財の運び出しや床下の泥出し等の支援を行いました。（下表のとおり）　
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    床板の洗浄（下鳥羽）


    できることから始めたい　サポーターも大活躍


    　９月21、22日、桂川の氾濫などで市内でも特に被害の大きかった伏見区の下鳥羽、久我両学区に京都市災害ボランティアセンターとブランチ（支部）の伏見区社協との協働によりボランティアを派遣。延べ85人が浸水した家からの荷物の運び出し、床下の泥出しなどの支援を行いました。


    　支援には市社協が養成・登録していた「災害ボランティアセンターサポーター」11人も参加。「私自身も高齢で健康にも不安がある。でも自分がやれることがあるならそこから始めたい」「被災者は精神的にもショックを受けていると思う。わずかでも被災者を勇気づけられたら」など、それぞれ参加の動機を語っていました。


    　京都市の社協では、今回の経験を糧に、より迅速かつ効果的な災害支援活動に取り組むことができるよう関係団体との連携をより深め、必要な備えの充実に努めていきます。
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    屋内の清掃（久我）

  


  
    くらしの安心を支える成年後見の取組


    　成年後見制度とは、判断能力が十分でない方に代わって契約や金銭管理を行う、民法が定める制度です。市社協では、この成年後見制度をセーフティネットの充実のための取組として、独自の取組としての法人後見事業と市の受託事業としての市民後見人養成の２つの柱で推進しています。
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    法人後見事業


    　法人後見事業とは、市社協が法人として後見人となって、被後見人を支援するものです。


    　これまで、市社協では、判断能力が十分でない方の福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を支援するため、日常生活自立支援事業に取り組んできましたが、同事業利用者が成年後見制度に移行することが適切であった場合、引き続き支援を続けることを目的に、法人後見の取組を平成24年度から始めました。そして、これまで、成年後見人として、５人の方を支援してきました。


    　法人後見事業では、生活支援部と後見支援員が連携して、日々、被後見人を支援しています。


    　法人後見のよさは、法人が後見人になることによって、長期間にわたる支援が可能となること、また、日常生活自立支援事業からの引き継ぎがスムーズであることなどが挙げられます。


    　市社協では、セーフティネットの取組の一つとして、この法人後見事業を今後ますます充実させていきます。


    問合せ先　生活支援部


    　☎（０７５）３５４―８７３４


    市民後見人養成事業


    　市社協では、平成24年度から成年後見支援センターを京都市から受託して市民後見人養成事業を始めました。


    　市民後見人とは、成年後見制度の利用者が増える一方、後見人となる親族の不在や専門職後見人の不足が危惧される中、倫理観と社会貢献への意欲の高い市民が、後見業務の知識を身につけて後見人となるものです。


    　昨年度の市民後見人養成講座を修了された23人の方を、市民後見人候補者として登録しています。また今年度は24人の方が約半年間にわたる養成講座を受講中です。


    　昨年10月には、当センター養成の市民後見人が、京都家庭裁判所から府内で初めて成年後見人として選任されました。


    　センターでは、今後も、被後見人にとって身近な存在である市民の立場で後見活動を担う方を養成していくとともに、市民後見人が安心して活動できるよう支援していきます。


    問合せ先　成年後見支援センター　


    　☎（０７５）３５４―８８１５

  


  
    平成24年度決算報告
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    ※事業のくわしい内容や決算の詳細については、本会ホームページをご覧ください。

  


  
    新会員のご紹介


    　次の社会福祉事業施設が入会されました。（順不同・敬称略）


    ●特別養護老人ホーム　そらの木


    ●特別養護老人ホーム　そらの木　短期入所事業所


    ●そらの木デイサービスセンター

  


  
    ご寄付のお礼


    　貴重なご厚志ありがとうございました。（敬称略）


    平成24年10月　公益財団法人京遊連社会福祉基金


    　　　　12月　川野紙ネンドサークル


    　　　　　　　福島工業株式会社京都支店


    　　　　　　　京セラ従業員一同　京セラ株式会社　京セラ労働組合


    　　　　　　　株式会社ホテルプリンセス京都従業員一同


    　　　　　　　株式会社京セラソーラーコーポレーション


    平成25年１月　越知滋子


    　　　　４月　福島工業株式会社京都支店


    　　　　　　　京滋ヤクルト販売株式会社


    　　　　　　　明治安田生命保険相互会社京都支社


    　　　　６月　フジモトHD株式会社


    　　　　７月　川野紙ネンドサークル


    　　　　８月　認定NPO法人ラブ＆ハーモニー基金


    　　　　９月　株式会社紅中


    　　　　10月　社会福祉法人神戸市社会福祉協議会


    　　　　10月　社会福祉法人仙台市社会福祉協議会


    　　　　10月　社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会


    　　　　12月　自由同和会京都府本部

  


  
    京都市洛西ふれあいの里保養研修センター（ふれあい会館）閉館のお知らせ


    　京都市洛西ふれあいの里保養研修センター（ふれあい会館）は、平成26年３月31日をもって閉館します。


    　閉館に伴い宿泊・貸館事業、教養講座、健康増進事業は終了します。


    　研修事業については、京都市長寿すこやかセンターにて一層の充実を図り推進します。


    問合せ先　京都市洛西ふれあいの里保養研修センター


    　☎（075）333－4651
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